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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サービス伝送方法であって、
　第1の伝送デバイスによって、tのレートを有するnのクライアント信号を、FlexOフレー
ムのmのレーンのms/tのロードサブエリアにマッピングするステップであって、各クライ
アント信号は、1のロードサブエリアにマッピングされ、FlexOフレームの前記mのレーン
のそれぞれのペイロードエリアは、s/tのロードサブエリアに分割され、かつ、FlexOフレ
ームの各レーンは、sの伝送レートを有するFlexOレーンを使用して伝送され、s、t、m、
およびs/tは、すべて正の整数である、ステップと、
　前記第1の伝送デバイスによって、FlexOフレームの各レーンについてのFlexOタイプ情
報と、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とを構成するステップ
であって、前記FlexOタイプ情報は、FlexOグループインタフェースタイプを示すために使
用され、かつ、前記FlexOグループインタフェースタイプは、FlexOフレームの各レーンを
伝送するための前記FlexOレーンの前記伝送レートを示し、かつ、FlexOフレームの各レー
ンの前記ペイロードエリアが前記s/tのロードサブエリアに分割されることを示し、前記
タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーンの前記s/tのロードサブ
エリアにマッピングされるクライアント信号を示すために使用され、かつ、前記信号マッ
ピング情報は、FlexOフレームの各レーンの前記s/tのロードサブエリアのそれぞれにおい
て搬送されるクライアント信号の、各ロードサブエリアにおける分布を示すために使用さ
れる、ステップと、
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　前記第1の伝送デバイスによって、FlexOフレームの前記mのレーンを、前記sの伝送レー
トを有するmのFlexOレーンを使用して、第2の伝送デバイスに伝送するステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記第2の伝送デバイスは、前記FlexOタイプ情報と、前記タイムスロットオーバーヘッ
ド情報と、前記信号マッピング情報とに従って、前記ms/tのロードサブエリアにおいて搬
送される前記クライアント信号を解析するように構成された、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記方法は、
　n<ms/tのとき、前記ms/tのロードサブエリア内の、かつ、クライアント信号がマッピン
グされていないロードサブエリアに置換信号を充填するステップをさらに含む、請求項1
または2に記載の方法。
【請求項４】
　前記tのレートを有する前記nのクライアント信号は、少なくとも2の光チャネル伝送ユ
ニット内にクライアント信号を含み、かつ、各光チャネル伝送ユニットは、少なくとも1
のクライアント信号を含む、請求項1～3のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　s/t>2であり、FlexOフレームの各レーンは、第1のロードサブエリアおよび第2のロード
サブエリアを含み、かつ、前記少なくとも2の光チャネル伝送ユニット内の異なる光チャ
ネル伝送ユニット内のクライアント信号は、FlexOフレームの前記mのレーンの少なくとも
1の第1のロードサブエリアおよび第2のロードサブエリアに個別にマッピングされる、請
求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーンの前記s/tのロー
ドサブエリアにマッピングされる前記クライアント信号が属する光チャネル伝送ユニット
を示すためにさらに使用される、請求項4または5に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1の伝送デバイスによって、FlexOフレームの前記mのレーンを、前記sの伝送レー
トを有するmのFlexOレーンを使用して、第2の伝送デバイスに伝送する前記ステップの前
に、前記方法は、
　前記第1の伝送デバイスによって、FlexOフレームの各レーンについての量オーバーヘッ
ド情報を構成するステップであって、前記量オーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各
レーンの前記ロードサブエリア内の、かつ、クライアント信号がマッピングされるロード
サブエリアの量を示すために使用される、ステップをさらに含む、請求項1～6のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項８】
　第1の伝送デバイスであって、前記第1の伝送デバイスは、プロセッサと、メモリと、ラ
インボードとを含み、前記メモリはプログラムを記憶するように構成され、かつ、前記プ
ロセッサは、前記メモリ内の前記プログラムを呼び出し、かつ、
　tのレートを有するnのクライアント信号を、FlexOフレームのmのレーンのms/tのロード
サブエリアにマッピングするステップであって、各クライアント信号は、1のロードサブ
エリアにマッピングされ、FlexOフレームの前記mのレーンのそれぞれのペイロードエリア
は、s/tのロードサブエリアに分割され、かつ、FlexOフレームの各レーンは、sの伝送レ
ートを有するFlexOレーンを使用して伝送され、s、t、m、およびs/tは、すべて正の整数
である、ステップと、
　FlexOフレームの各レーンについてのFlexOタイプ情報と、タイムスロットオーバーヘッ
ド情報と、信号マッピング情報とを構成するステップであって、前記FlexOタイプ情報は
、FlexOグループインタフェースタイプを示すために使用され、かつ、前記FlexOグループ
インタフェースタイプは、FlexOフレームの各レーンを伝送するための前記FlexOレーンの
前記伝送レートを示し、かつ、FlexOフレームの各レーンの前記ペイロードエリアが前記s
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/tのロードサブエリアに分割されることを示し、前記タイムスロットオーバーヘッド情報
は、FlexOフレームの各レーンの前記s/tのロードサブエリアにマッピングされるクライア
ント信号を示すために使用され、かつ、前記信号マッピング情報は、FlexOフレームの各
レーンの前記s/tのロードサブエリアのそれぞれにおいて搬送されるクライアント信号の
、各ロードサブエリアにおける分布を示すために使用される、ステップと、
　FlexOフレームの前記mのレーンを、前記sの伝送レートを有するmのFlexOレーンを使用
して、かつ、前記ラインボードを使用して、第2の伝送デバイスに伝送するステップと
の動作を実行するように構成された、第1の伝送デバイス。
【請求項９】
　前記第2の伝送デバイスは、前記FlexOタイプ情報と、前記タイムスロットオーバーヘッ
ド情報と、前記信号マッピング情報とに従って、前記ms/tのロードサブエリアにおいて搬
送される前記クライアント信号を解析するように構成された、請求項8に記載の第1の伝送
デバイス。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、n<ms/tのとき、前記ms/tのロードサブエリア内の、かつ、クライア
ント信号がマッピングされていないロードサブエリアに置換信号を充填するようにさらに
構成された、請求項8または9に記載の第1の伝送デバイス。
【請求項１１】
　前記tのレートを有する前記nのクライアント信号は、少なくとも2の光チャネル伝送ユ
ニット内にクライアント信号を含み、かつ、各光チャネル伝送ユニットは、少なくとも1
のクライアント信号を含む、請求項8～10のいずれか一項に記載の第1の伝送デバイス。
【請求項１２】
　s/t>2であり、FlexOフレームの各レーンは、第1のロードサブエリアおよび第2のロード
サブエリアを含み、かつ、前記少なくとも2の光チャネル伝送ユニット内の異なる光チャ
ネル伝送ユニット内のクライアント信号は、FlexOフレームの前記mのレーンの少なくとも
1の第1のロードサブエリアおよび第2のロードサブエリアに個別にマッピングされる、請
求項11に記載の第1の伝送デバイス。
【請求項１３】
　前記タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーンの前記s/tのロー
ドサブエリアにマッピングされる前記クライアント信号が属する光チャネル伝送ユニット
を示すためにさらに使用される、請求項11または12に記載の第1の伝送デバイス。
【請求項１４】
　FlexOフレームの前記mのレーンを、前記sの伝送レートを有するmのFlexOレーンを使用
して、かつ、前記ラインボードを使用して、第2の伝送デバイスに伝送する前記ステップ
の前に、前記プロセッサは、
　FlexOフレームの各レーンについての量オーバーヘッド情報を構成するようにさらに構
成され、前記量オーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーンの前記ロードサブエリ
ア内の、かつ、クライアント信号がマッピングされるロードサブエリアの量を示すために
使用される、請求項8～13のいずれか一項に記載の第1の伝送デバイス。
【請求項１５】
　サービス伝送方法であって、
　第2の伝送デバイスによって、sの伝送レートを有するmのFlexOレーンを使用して、第1
の伝送デバイスによって送信されたFlexOフレームのmのレーンを受信するステップであっ
て、FlexOフレームの前記mのレーンのそれぞれは、クライアント信号と、FlexOタイプ情
報と、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とを含み、tのレート
を有するnのクライアント信号は、FlexOフレームの前記mのレーンのms/tのロードサブエ
リアにマッピングされ、FlexOフレームの前記mのレーンのそれぞれのペイロードエリアは
、s/tのロードサブエリアに分割され、かつ、各クライアント信号は、1のロードサブエリ
アにマッピングされ、前記FlexOタイプ情報は、FlexOグループインタフェースタイプを示
すために使用され、かつ、前記FlexOグループインタフェースタイプは、FlexOフレームの
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各レーンを伝送するためのFlexOレーンの伝送レートを示し、かつ、FlexOフレームの各レ
ーンの前記ペイロードエリアが前記s/tのロードサブエリアに分割されることを示し、前
記タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーンの前記s/tのロードサ
ブエリアにマッピングされるクライアント信号を示すために使用され、かつ、前記信号マ
ッピング情報は、FlexOフレームの各レーンの前記s/tのロードサブエリアのそれぞれにお
いて搬送されるクライアント信号の、各ロードサブエリアにおける分布を示すために使用
され、s、t、m、およびs/tは、すべて正の整数である、ステップと、
　前記第2の伝送デバイスによって、前記FlexOタイプ情報と、前記タイムスロットオーバ
ーヘッド情報と、前記信号マッピング情報とに従って、前記ms/tのロードサブエリアにお
いて搬送される前記クライアント信号を解析するステップと
を含む、方法。
【請求項１６】
　前記方法は、
　n<ms/tのとき、前記ms/tのロードサブエリア内の、かつ、クライアント信号がマッピン
グされていないロードサブエリアに置換信号が充填されることを含む、請求項15に記載の
方法。
【請求項１７】
　プロセッサと、メモリと、ラインボードとを含む第2の伝送デバイスであって、前記プ
ロセッサは、前記プロセッサは、前記メモリ内のプログラムを呼び出し、かつ、
　前記ラインボードを用いて、sの伝送レートを有するmのFlexOレーンを使用して第1の伝
送デバイスによって送信されたFlexOフレームのmのレーンを受信するステップであって、
FlexOフレームの前記mのレーンのそれぞれは、クライアント信号と、FlexOタイプ情報と
、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とを含み、tのレートを有
するnのクライアント信号は、FlexOフレームの前記mのレーンのms/tのロードサブエリア
にマッピングされ、FlexOフレームの前記mのレーンのそれぞれのペイロードエリアは、s/
tのロードサブエリアに分割され、かつ、各クライアント信号は、1のロードサブエリアに
マッピングされ、前記FlexOタイプ情報は、FlexOグループインタフェースタイプを示すた
めに使用され、かつ、前記FlexOグループインタフェースタイプは、FlexOフレームの各レ
ーンを伝送するためのFlexOレーンの伝送レートを示し、かつ、FlexOフレームの各レーン
の前記ペイロードエリアが前記s/tのロードサブエリアに分割されることを示し、前記タ
イムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーンの前記s/tのロードサブエ
リアにマッピングされるクライアント信号を示すために使用され、かつ、前記信号マッピ
ング情報は、FlexOフレームの各レーンの前記s/tのロードサブエリアのそれぞれにおいて
搬送されるクライアント信号の、各ロードサブエリアにおける分布を示すために使用され
、s、t、m、およびs/tは、すべて正の整数である、ステップと、
　前記FlexOタイプ情報と、前記タイムスロットオーバーヘッド情報と、前記信号マッピ
ング情報とに従って、前記ms/tのロードサブエリアにおいて搬送される前記クライアント
信号を解析するステップと
の動作を実行するように構成された、第2の伝送デバイス。
【請求項１８】
　前記tのレートを有する前記nのクライアント信号は、少なくとも2の光チャネル伝送ユ
ニット内にクライアント信号を含み、かつ、各光チャネル伝送ユニットは、少なくとも1
のクライアント信号を含む、請求項17に記載の第2の伝送デバイス。
【請求項１９】
　請求項8～14のいずれか一項に記載の第1の伝送デバイスと、請求項17～18のいずれか一
項に記載の第2の伝送デバイスとを含む、サービス伝送システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術の分野に関し、特に、サービス伝送方法および第1の伝送デバイス
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に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Optical transport network(OTN)は、伝送ネットワークにおけるコア技術である。OTN
は、Operation Administration and Maintenance(OAM)機能、強力なTandem Connection M
onitoring(TCM)機能、および帯域外Forward Error Correction(FEC)機能を有しており、
大容量サービスのフレキシブルなグルーミングおよび管理を実装できる。
【０００３】
　サービストラフィックの増大および多様化に伴い、固定レートのインタフェースを有す
るOTNはもはや相互接続要件を満たすことができない。現在、International Telecommuni
cation Union-Telecommunication Sector(ITU-T)は、n×100GのFlexible OTN(FlexO)グル
ープインタフェースを策定している。nの100G光モジュールに基づいて、FlexOグループイ
ンタフェースは、Optical Transport Unit-Cn(OTUCn)の信号を搬送するためのフレキシブ
ルなレートのインタフェースを提供し、OTUCn信号ドメイン間インタフェース間で、相互
接続を実装する。n×100G FlexOグループインタフェースはnの100G FlexOレーンを含み、
各FlexOレーンのレートはOTU4レートに等しい。この場合、各100G FlexOレーンは、送信
のために、標準で低価格の100G光モジュール(CFP4またはQSFP28等)を直接使用することが
できる。図1に示されるように、OTUCnは、まずnのOTUCクライアント信号に分割され、nの
OTUCクライアント信号は#1、...、#nとしてマークされ、nのOTUCクライアント信号とFlex
Oフレーム信号のnのレーンとの間に1対1の対応が確立され(OTUCクライアント信号#1、...
、#nは、FlexOフレーム#1、...、#nのペイロードエリアにそれぞれかつ同期的にマッピン
グされ、FlexOフレームオーバーヘッドの物理チャネル識別子(PID)は、FlexOグループ内
の現在のFlexOレーンの位置を示すために使用され、それに対応して、現在のFlexOレーン
で搬送されるOTUCクライアント信号のOTUCn内の位置が取得される(概略図中のOTUCインス
タンスはOTUCクライアント信号である)。図2は、対応するフレーム構造を示す。
【０００４】
　従来技術の欠点は、nのOTUCクライアント信号とFlexOフレームのnのレーンとの間の1対
1マッピングのためにサービスをフレキシブルに伝送することができないことである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施形態は、フレキシブルにサービスを伝送するために、サービス伝送方法お
よび第1の伝送デバイスを開示する。
【０００６】
　第1の態様によれば、本発明の実施形態は、サービス伝送方法を提供し、かつ、方法は
、
　第1の伝送デバイスによって、tのレートを有するnのクライアント信号を、FlexOフレー
ムのmのレーンのms/tのロードサブエリアにマッピングするステップであって、各クライ
アント信号は、1のロードサブエリアにマッピングされ、FlexOフレームのmのレーンのそ
れぞれのペイロードエリアは、s/tのロードサブエリアに分割され、かつFlexOフレームの
各レーンは、sの伝送レートを有するFlexOレーンを使用して伝送され、s、t、m、およびs
/tは、すべて正の整数である、ステップと、
　第1の伝送デバイスによって、FlexOフレームの各レーンについてのFlexOタイプ情報と
、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とを構成するステップであ
って、FlexOタイプ情報は、FlexOグループインタフェースタイプを示すために使用され、
かつ、FlexOグループインタフェースタイプは、FlexOフレームの各レーンを伝送するため
のFlexOレーンの伝送レートを示し、かつ、FlexOフレームの各レーンのペイロードエリア
がs/tのロードサブエリアに分割されることを示し、タイムスロットオーバーヘッド情報
は、FlexOフレームの各レーンのs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント
信号を示すために使用され、かつ、信号マッピング情報は、FlexOフレームの各レーンのs
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/tのロードサブエリアのそれぞれにおいて搬送されるクライアント信号の、各ロードサブ
エリアにおける分布を示すために使用される、ステップと、
　第1の伝送デバイスによって、FlexOフレームのmのレーンを、sの伝送レートを有するm
のFlexOレーンを使用して、第2の伝送デバイスに伝送するステップと
を含む。
【０００７】
　前述のステップを実行することによって、第1の伝送デバイスは、FlexOフレームのペイ
ロードエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信号を搬
送し、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に応じて
、フレキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリティが
向上する。
【０００８】
　第1の態様を参照して、第1の態様の可能な実装方式では、第2の伝送デバイスは、FlexO
タイプ情報と、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とに従って、
ms/tのロードサブエリアにおいて搬送されるクライアント信号を解析するように構成され
る。
【０００９】
　第1の態様または第1の態様の可能な実装方式を参照して、第1の態様の可能な実装方式
では、方法は、
　n<ms/tのとき、ms/tのロードサブエリア内の、かつ、クライアント信号がマッピングさ
れていないロードサブエリアに置換信号を充填するステップをさらに含む。
【００１０】
　第1の態様、第1の態様の第1の可能な実装方式、または第1の態様の第2の可能な実装方
式を参照して、第1の態様の第3の可能な実装方式では、tのレートを有するnのクライアン
ト信号は、少なくとも2の光チャネル伝送ユニット内にクライアント信号を含み、かつ、
各光チャネル伝送ユニットは、少なくとも1のクライアント信号を含む。
【００１１】
　第1の態様の第3の可能な実装方式を参照して、第1の態様の第4の可能な実装方式では、
s/t>2であり、FlexOフレームの各レーンは、第1のロードサブエリアおよび第2のロードサ
ブエリアを含み、かつ、少なくとも2の光チャネル伝送ユニット内の異なる光チャネル伝
送ユニット内のクライアント信号は、FlexOフレームのmのレーンの少なくとも1の第1のロ
ードサブエリアおよび第2のロードサブエリアに個別にマッピングされる。
【００１２】
　特に、第1の伝送デバイスは、複数のレートを有する光チャネル伝送ユニットのクライ
アント信号が、FlexOグループインタフェースの同一グループ上で搬送されることを可能
にし、それによって、FlexOフレームにおけるクライアント信号の搬送のフレキシビリテ
ィを向上させる。
【００１３】
　第1の態様の第3の可能な実装方式または第1の態様の第4の可能な実装方式を参照して、
第1の態様の第5の可能な実装方式では、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフ
レームの各レーンのs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号が属す
る光チャネル伝送ユニットを示すためにさらに使用される。
【００１４】
　特に、FlexOフレームの1のレーンの複数のロードサブエリアは、複数のレートを有する
光チャネル伝送ユニットのクライアント信号を搬送することができ、それによって、Flex
Oフレームにおいてクライアント信号を搬送するフレキシビリティを向上させる。
【００１５】
　第1の態様、または第1の態様の第1の可能な実装方式、または第1の態様の第2の可能な
実装方式、または第1の態様の第3の可能な実装方式、または第1の態様の第4の可能な実装
方式、または第1の態様の第5の可能な実装方式を参照して、第1の態様の第6の可能な実装
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方式では、第1の伝送デバイスによって、FlexOフレームのmのレーンを、sの伝送レートを
有するmのFlexOレーンを使用して、第2の伝送デバイスに伝送するステップの前に、方法
は、
　第1の伝送デバイスによって、FlexOフレームの各レーンについての量オーバーヘッド情
報を構成するステップであって、量オーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーンの
ロードサブエリア内の、かつ、クライアント信号がマッピングされるロードサブエリアの
量を示すために使用される、ステップをさらに含む。
【００１６】
　第2の態様によれば、本発明の実施形態は、第1の伝送デバイスを提供し、かつ、第1の
伝送デバイスは、プロセッサと、メモリと、ラインボードとを含む。メモリはプログラム
を記憶するように構成され、かつ、プロセッサは、メモリ内のプログラムを呼び出し、か
つ、
　tのレートを有するnのクライアント信号を、FlexOフレームのmのレーンのms/tのロード
サブエリアにマッピングするステップであって、各クライアント信号は、1のロードサブ
エリアにマッピングされ、FlexOフレームのmのレーンのそれぞれのペイロードエリアは、
s/tのロードサブエリアに分割され、かつ、FlexOフレームの各レーンは、sの伝送レート
を有するFlexOレーンを使用して伝送され、s、t、m、およびs/tは、すべて正の整数であ
る、ステップと、
　FlexOフレームの各レーンについてのFlexOタイプ情報と、タイムスロットオーバーヘッ
ド情報と、信号マッピング情報とを構成するステップであって、FlexOタイプ情報は、Fle
xOグループインタフェースタイプを示すために使用され、かつ、FlexOグループインタフ
ェースタイプは、FlexOフレームの各レーンを伝送するためのFlexOレーンの伝送レートを
示し、かつ、FlexOフレームの各レーンのペイロードエリアがs/tのロードサブエリアに分
割されることを示し、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーン
のs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号を示すために使用され、
かつ、信号マッピング情報は、FlexOフレームの各レーンのs/tのロードサブエリアのそれ
ぞれにおいて搬送されるクライアント信号の、各ロードサブエリアにおける分布を示すた
めに使用される、ステップと、
　FlexOフレームのmのレーンを、sの伝送レートを有するmのFlexOレーンを使用して、か
つ、ラインボードを使用して、第2の伝送デバイスに伝送するステップと
の動作を実行するように構成される。
【００１７】
　前述の動作を実行することによって、第1の伝送デバイスは、FlexOフレームのペイロー
ドエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信号を搬送し
、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に応じて、フ
レキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリティが向上
する。
【００１８】
　第2の態様を参照して、第2の態様の第1の可能な実装方式では、第2の伝送デバイスは、
FlexOタイプ情報と、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とに従
って、ms/tのロードサブエリアにおいて搬送されるクライアント信号を解析するように構
成される。
【００１９】
　第2の態様または第2の態様の第1の可能な実装方式を参照して、第2の態様の第2の可能
な実装方式では、プロセッサは、n<ms/tのとき、ms/tのロードサブエリア内の、かつ、ク
ライアント信号がマッピングされていないロードサブエリアに置換信号を充填するように
さらに構成される。
【００２０】
　第2の態様、第2の態様の第1の可能な実装方式、または第2の態様の第2の可能な実装方
式を参照して、第2の態様の第3の可能な実装方式では、tのレートを有するnのクライアン
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ト信号は、少なくとも2の光チャネル伝送ユニット内にクライアント信号を含み、かつ、
各光チャネル伝送ユニットは、少なくとも1のクライアント信号を含む。
【００２１】
　特に、第1の伝送デバイスは、複数のレートを有する光チャネル伝送ユニットのクライ
アント信号が、FlexOグループインタフェースの同一グループ上で搬送されることを可能
にし、それによって、FlexOフレームにおけるクライアント信号の搬送のフレキシビリテ
ィを向上させる。
【００２２】
　第2の態様の第3の可能な実装方式を参照して、第2の態様の第4の可能な実装方式では、
s/t>2であり、FlexOフレームの各レーンは、第1のロードサブエリアおよび第2のロードサ
ブエリアを含み、かつ、少なくとも2の光チャネル伝送ユニット内の異なる光チャネル伝
送ユニット内のクライアント信号は、FlexOフレームのmのレーンの少なくとも1の第1のロ
ードサブエリアおよび第2のロードサブエリアに個別にマッピングされる。
【００２３】
　特に、FlexOフレームの1のレーンの複数のロードサブエリアは、複数のレートを有する
光チャネル伝送ユニットのクライアント信号搬送することができ、それによって、FlexO
フレームにおいてクライアント信号を搬送するフレキシビリティを向上させる。
【００２４】
　第2の態様の第3の可能な実装方式または第2の態様の第4の可能な実装方式を参照して、
第2の態様の第5の可能な実装方式では、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフ
レームの各レーンのs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号が属す
る光チャネル伝送ユニットを示すためにさらに使用される。
【００２５】
　第2の態様、または第2の態様の第1の可能な実装方式、または第2の態様の第2の可能な
実装方式、または第2の態様の第3の可能な実装方式、または第2の態様の第4の可能な実装
方式、または第2の態様の第5の可能な実装方式を参照して、第2の態様の第6の可能な実装
方式では、FlexOフレームのmのレーンを、sの伝送レートを有するmのFlexOレーンを使用
して、かつ、ラインボードを使用して、第2の伝送デバイスに伝送するステップの前に、
プロセッサは、
　FlexOフレームの各レーンについての量オーバーヘッド情報を構成するようにさらに構
成され、量オーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーンのロードサブエリア内の、
かつ、クライアント信号がマッピングされるロードサブエリアの量を示すために使用され
る。
【００２６】
　第3の態様によれば、本発明の実施形態は、第1の伝送デバイスを提供し、かつ、第1の
伝送デバイスは、第1の態様におけるすべてまたは一部のステップを実行するための機能
ユニットを含む。
【００２７】
　第4の態様によれば、本発明の実施形態は、サービス伝送方法を提供し、かつ、方法は
、
　第2の伝送デバイスによって、sの伝送レートを有するmのFlexOレーンを使用して、第1
の伝送デバイスによって送信されたFlexOフレームのmのレーンを受信するステップであっ
て、FlexOフレームのmのレーンのそれぞれは、クライアント信号と、FlexOタイプ情報と
、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とを含み、tのレートを有
するnのクライアント信号は、FlexOフレームのmのレーンにマッピングされ、FlexOフレー
ムのmのレーンのそれぞれのペイロードエリアは、s/tのロードサブエリアに分割され、か
つ、各クライアント信号は、1のロードサブエリアにマッピングされ、FlexOタイプ情報は
、FlexOグループインタフェースタイプを示すために使用され、かつ、FlexOグループイン
タフェースタイプは、FlexOフレームの各レーンを伝送するためのFlexOレーンの伝送レー
トを示し、かつ、FlexOフレームの各レーンのペイロードエリアがs/tのロードサブエリア
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に分割されることを示し、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レ
ーンのs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号を示すために使用さ
れ、かつ、信号マッピング情報は、FlexOフレームの各レーンのs/tのロードサブエリアの
それぞれにおいて搬送されるクライアント信号の、各ロードサブエリアにおける分布を示
すために使用され、s、t、m、およびs/tは、すべて正の整数である、ステップと、
　第2の伝送デバイスによって、FlexOタイプ情報と、タイムスロットオーバーヘッド情報
と、信号マッピング情報とに従って、ms/tのロードサブエリアにおいて搬送されるクライ
アント信号を解析するステップと
を含む。
【００２８】
　前述のステップを実行することによって、第1の伝送デバイスは、FlexOフレームのペイ
ロードエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信号を搬
送し、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に応じて
、フレキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリティが
向上する。
【００２９】
　第4の態様を参照して、第4の態様の第1の可能な実装方式では、n<ms/tのとき、ms/tの
ロードサブエリア内の、かつ、クライアント信号がマッピングされていないロードサブエ
リアに置換信号が充填される。
【００３０】
　第4の態様または第4の態様の第1の可能な実装方式を参照して、第4の態様の第2の可能
な実装方式では、tのレートを有するnのクライアント信号は、少なくとも2の光チャネル
伝送ユニット内にクライアント信号を含み、かつ、各光チャネル伝送ユニットは、少なく
とも1のクライアント信号を含む。
【００３１】
　第4の態様の第2の可能な実装方式を参照して、第4の態様の第3の可能な実装方式では、
s/t>2であり、FlexOフレームの各レーンは、第1のロードサブエリアおよび第2のロードサ
ブエリアを含み、かつ、少なくとも2の光チャネル伝送ユニット内の異なる光チャネル伝
送ユニット内のクライアント信号は、FlexOフレームのmのレーンの少なくとも1の第1のロ
ードサブエリアおよび第2のロードサブエリアに個別にマッピングされる。
【００３２】
　第4の態様の第2の可能な実装方式または第4の態様の第3の可能な実装方式を参照して、
第4の態様の第4の可能な実装方式では、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフ
レームの各レーンのs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号が属す
る光チャネル伝送ユニットを示すためにさらに使用される。
【００３３】
　第5の態様によれば、本発明の実施形態は、第2の伝送デバイスを提供し、かつ、第2の
伝送デバイスは、プロセッサと、メモリと、ラインボードとを含む。プロセッサは、メモ
リ内のプログラムを呼び出し、かつ、
　ラインボードを使用して、sの伝送レートを有するmのFlexOレーンを使用して、第1の伝
送デバイスによって送信されたFlexOフレームのmのレーンを受信するステップであって、
FlexOフレームのmのレーンのそれぞれは、クライアント信号と、FlexOタイプ情報と、タ
イムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とを含み、tのレートを有するn
のクライアント信号は、FlexOフレームのmのレーンにマッピングされ、FlexOフレームのm
のレーンのそれぞれのペイロードエリアは、s/tのロードサブエリアに分割され、かつ、
各クライアント信号は、1のロードサブエリアにマッピングされ、FlexOタイプ情報は、Fl
exOグループインタフェースタイプを示すために使用され、かつ、FlexOグループインタフ
ェースタイプは、FlexOフレームの各レーンを伝送するためのFlexOレーンの伝送レートを
示し、かつ、FlexOフレームの各レーンのペイロードエリアがs/tのロードサブエリアに分
割されることを示し、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーン
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のs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号を示すために使用され、
かつ、信号マッピング情報は、FlexOフレームの各レーンのs/tのロードサブエリアのそれ
ぞれにおいて搬送されるクライアント信号の、各ロードサブエリアにおける分布を示すた
めに使用され、s、t、m、およびs/tは、すべて正の整数である、ステップと、
　FlexOタイプ情報と、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とに
従って、ms/tのロードサブエリアにおいて搬送されるクライアント信号を解析するステッ
プと
の動作を実行するように構成される。
【００３４】
　前述の動作を実行することによって、第1の伝送デバイスは、FlexOフレームのペイロー
ドエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信号を搬送し
、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に応じて、フ
レキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリティが向上
する。
【００３５】
　第5の態様を参照して、第5の態様の第1の可能な実装方式では、n<ms/tのとき、ms/tの
ロードサブエリア内の、かつ、クライアント信号がマッピングされていないロードサブエ
リアに置換信号が充填される。
【００３６】
　第5の態様または第5の態様の第1の可能な実装方式を参照して、第5の態様の第2の可能
な実装方式では、tのレートを有するnのクライアント信号は、少なくとも2の光チャネル
伝送ユニット内にクライアント信号を含み、かつ、各光チャネル伝送ユニットは、少なく
とも1のクライアント信号を含む。
【００３７】
　第5の態様の第2の可能な実装方式を参照して、第5の態様の第3の可能な実装方式では、
s/t>2であり、FlexOフレームの各レーンは、第1のロードサブエリアおよび第2のロードサ
ブエリアを含み、かつ、少なくとも2の光チャネル伝送ユニット内の異なる光チャネル伝
送ユニット内のクライアント信号は、FlexOフレームのmのレーンの少なくとも1の第1のロ
ードサブエリアおよび第2のロードサブエリアに個別にマッピングされる。
【００３８】
　第5の態様の第2の可能な実装方式または第5の態様の第3の可能な実装方式を参照して、
第5の態様の第4の可能な実装方式では、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフ
レームの各レーンのs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号が属す
る光チャネル伝送ユニットを示すためにさらに使用される。
【００３９】
　第6の態様によれば、本発明の実施形態は、第2の伝送デバイスを提供し、かつ、第2の
伝送デバイスは、第4の態様におけるすべてまたは一部のステップを実行するための機能
ユニットを含む。
【００４０】
　第7の態様によれば、本発明の実施形態は、サービス伝送システムを提供し、かつ、シ
ステムは、第1の伝送デバイスおよび第2の伝送デバイスを含む。第1の伝送デバイスは、
第2の態様のいずれかの実装方式に記載された第1の伝送デバイスまたは第3の態様に記載
された第1の伝送デバイスである。第2の伝送デバイスは、第5の態様のいずれかの実装方
式に記載された第2の伝送デバイスまたは第6の態様に記載された第2の伝送デバイスであ
る。
【００４１】
　本発明の実施形態によれば、第1の伝送デバイスは、FlexOフレームのペイロードエリア
の異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信号を搬送し、特定の
クライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に応じて、フレキシブ
ルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリティを向上させる。
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【図面の簡単な説明】
【００４２】
　本発明の実施形態における技術的解決策をより明瞭に説明するために、実施形態に必要
な添付図面を以下に簡潔に説明する。
【００４３】
【図１】従来技術におけるクライアント信号が送信されるシナリオの概略図である。
【図２】従来技術におけるFlexOフレームの概略構造図である。
【図３】本発明の実施形態によるサービス伝送方法の概略フローチャートである。
【図４】本発明の実施形態によるFlexOフレームの概略構造図である。
【図５】本発明の実施形態によるFlexOフレームのオーバーヘッドの概略図である。
【図６】本発明の実施形態による別のFlexOフレームの概略構造図である。
【図７】本発明の実施形態による「クライアントタイムスロット」フィールドの概略構造
図である。
【図８】本発明の実施形態による「クライアントタイムスロット」フィールドの概略構造
図である。
【図９】本発明の実施形態によるオーバーヘッド指示情報とロードサブエリアとの間の対
応関係の概略図である。
【図１０】本発明の実施形態によるFlexOフレームが伝送されるシナリオの概略図である
。
【図１１】本発明の実施形態によるFlexOフレームが伝送される別のシナリオの概略図で
ある。
【図１２】本発明の実施形態による各ロードサブエリアと各オーバーヘッドフィールドと
の間の対応関係の概略図である。
【図１３】本発明の実施形態によるFlexOフレームが伝送されるさらに別のシナリオの概
略図である。
【図１４】本発明の実施形態による第1の伝送デバイスの概略構造図である。
【図１５】本発明の実施形態による別の第1の伝送デバイスの概略構造図である。
【図１６】本発明の実施形態による第2の伝送デバイスの概略構造図である。
【図１７】本発明の実施形態による別の第2の伝送デバイスの概略構造図である。
【図１８】本発明の実施形態によるサービス伝送システムの概略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　本発明の実施形態による技術的解決策は、添付の図面を参照して以下に明瞭かつ十分に
説明される。
【００４５】
　図3を参照すると、図3は、本発明の実施形態によるサービス伝送方法の概略フローチャ
ートであり、かつ、方法は以下の手順を含む。
【００４６】
　ステップS301: 第1の伝送デバイスは、tのレートを有するnのクライアント信号を、Fle
xOフレームのmのレーンの複数のロードサブエリアにマッピングする。
【００４７】
　tのレートを有するnのクライアント信号の構成方法は、以下の場合を含むが、これに限
定されない。
【００４８】
　場合1: nのクライアント信号は、Optical Transport Unit-Cn(OTUCn)を、nのクライア
ント信号に分割することによって取得される。例えば、光チャネル伝送ユニット(OTUCn)
は、予め設定された長さのインターバル(例えば、16バイト)で、tのレートを有するnのク
ライアント信号OTUCx1、OTUCx2、...、OTUCx(j-1)、OTUCxj、...、OTUCx(n-1)、およびOT
UCxnに分割され、jおよびnは両方とも偶数である。
【００４９】
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　場合2: nのクライアント信号は、複数の光チャネル伝送ユニット内にクライアント信号
を含む。例えば、光チャネル伝送ユニット(OTUC5)は、5のクライアント信号OTUCx1、OTUC
x2、OTUCx3、OTUCx4、およびOTUCx5に分割され、かつ、光チャネル伝送ユニット(OTUC3)
は、3のクライアント信号OTUCy1、OTUCy2、およびOTUCy3に分割される。nのクライアント
信号は、特に、クライアント信号OTUCx1、OTUCx2、OTUCx3、OTUCx4、OTUCx5、OTUCy1、OT
UCy2、およびOTUCy3である。
【００５０】
　場合3: nのクライアント信号は、奇数量のクライアント信号であり、すなわち、nは奇
数である。例えば、光チャネル伝送ユニット(OTUC5)は、予め設定された長さのインター
バル(例えば、16bytes)で、tのレートを有するクライアント信号OTUCx1、OTUCx2、OTUCx3
、OTUCx4、およびOTUCx5に分割される。
【００５１】
　クライアント信号の一般的なレートは100Gである。将来的には、25G、50G、75G、125G
、150G、175G、および225G等の他のレートを有するクライアント信号であってもよい。第
1の伝送デバイスは、FlexOグループインタフェースを含み、FlexOグループインタフェー
スのFlexOグループインタフェース信号は、sの伝送レートを有するmのFlexOレーンのFlex
Oフレームを含み、かつ、各FlexOレーンは、FlexOフレームの1のレーンを伝送するために
使用される。例えば、FlexOフレーム1(FlexOフレーム1)は、第1のFlexOレーン上で伝送さ
れ、かつ、FlexOフレーム2(FlexOフレーム2)は、第2のFlexOレーン上で伝送される。残り
は類推によって推測されてもよい。FlexOフレームの各レーンのペイロードエリアは、s/t
のロードサブエリアに分割され、FlexOフレームのmのレーンのペイロードエリアは、ms/t
のロードサブエリアに分割され、かつ、各クライアント信号は、1のロードサブエリアに
マッピングされる。クライアント信号がマッピングされる特定のロードサブエリアは、こ
こでは限定されない。FlexOレーンの一般的な伝送レートは、100G、200G、400G等である
。特定の伝送レートは、第1の伝送デバイス上に配置された光モジュールによって決定さ
れ、n、s、およびtはすべて正の整数であり、s/tの値は整数である。一般に、FlexOレー
ンの伝送レートはクライアント信号のレートの整数倍に設定される。従って、s/tの値は
整数である。
【００５２】
　例えば、各FlexOレーンの伝送レートは200G、かつ、クライアント信号のレートは100G
とし、そしてs/t=2である。図4に示すように、FlexOフレームの各レーンの構造は、128行
5440列(各列の幅は1ビット)を含むように構成されてもよい。列内のAM/OHフィールドおよ
びFSフィールドを除く最初の5140列のすべてはペイロードエリアであり、ペイロードエリ
アは、128ビットの粒度に従って、順次、ロードサブエリア#1およびロードサブエリア#2
に分割されてもよい。
【００５３】
　例えば、各FlexOレーンの伝送レートは400G、かつ、クライアント信号のレートは100G
とし、そしてs/t=4である。図6に示すように、FlexOフレームの各レーンの構造は、128行
と10880列(各列の幅は1ビット)を含むように構成されてもよい。2の200GFlexOフレームは
、16バイトインターリービングによって構造を形成する。AM/OHフィールドおよびFSフィ
ールドを除く最初の10280列のすべてはペイロードエリアであり、かつ、ペイロードエリ
アは、128ビットの粒度に従って、順次、ロードサブエリア#1、ロードサブエリア#2、ロ
ードサブエリア#3、およびロードサブエリア#4に分割されてもよい。
【００５４】
　場合1では、ms/t=nであり、nのクライアント信号は1の光チャネル伝送ユニットからで
あり、nのクライアント信号はms/tのロードサブエリアにマッピングされ、1のクライアン
ト信号は各ロードサブエリアにマッピングされる。例えば、光チャネル伝送ユニット(OTU
Cn)からのnのクライアント信号OTUCx1、OTUCx2、...、OTUCx(j-1)、OTUCxj、...、OTUCx(
n-1)、およびOTUCxnは、FlexOフレーム1のロードサブエリア#1、FlexOフレーム1のロード
サブエリア#2、FlexOフレームj/2のロードサブエリア#1、FlexOフレームj/2のロードサブ
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エリア#2、...、FlexOフレームn/2のロードサブエリア#1、およびFlexOフレームn/2のロ
ードサブエリア#2にそれぞれマッピングされる。
【００５５】
　場合2では、ms/t=nであり、nのクライアント信号は複数の光チャネル伝送ユニットから
であり、nのクライアント信号は、ms/tのロードサブエリアにマッピングされ、かつ、1の
クライアント信号は各ロードサブエリアにマッピングされる。異なる光チャネル伝送ユニ
ット内のクライアント信号は、同一のFlexOレーンの、FlexOフレームの異なるロードサブ
エリアにマッピングされてもよい。例えば、光チャネル伝送ユニット(OTUC5)からの5のク
ライアント信号OTUCx1、OTUCx2、OTUCx3、OTUCx4、およびOTUCx5は、FlexOフレーム1のロ
ードサブエリア#1、FlexOフレーム1のロードサブエリア#2、FlexOフレーム2のロードサブ
エリア#1、FlexOフレーム2のロードサブエリア#2、およびFlexOフレーム3のロードサブエ
リア#1にそれぞれマッピングされる。光チャネル伝送ユニット(OTUC3)からの3のクライア
ント信号OTUCy1、OTUCy2、OTUCy3は、FlexOフレーム3のロードサブエリア#2、FlexOフレ
ーム4のロードサブエリア#1、およびFlexOフレーム4のロードサブエリア#2にそれぞれマ
ッピングされる。2の光チャネル伝送ユニット内のクライアント信号は、FlexOフレームの
同一のレーンを使用して伝送される。このようにして、FlexOグループインタフェースはO
TUCnチップのスライスモードをサポートすることができ、それによって、FlexOグループ
インタフェースのフレキシビリティを向上させることができる。例えば、スライスモード
の、n×100Gの最大帯域幅をサポートするOTUCnチップは、1の光チャネル伝送ユニットOTU
Cnの独立した伝送と、複数の光チャネル伝送ユニットOTUCn1、OTUCn2、...、およびOTUCn
iの伝送の両方をサポートすることができ、ここで、n1+n2+...+ni=nである。
【００５６】
　場合3では、ms/t>nであり、nのクライアント信号はms/tのロードサブエリア内のnのロ
ードサブエリアにマップされ、かつ、クライアント信号は、ms/tのロードサブエリア内の
(ms/t-n)ロードサブエリアにマッピングされない。この場合、OTUCスタッフフレームは、
(ms/t-n)ロードサブエリアに充填されてもよい。OTUCスタッフフレームのフォーマットは
、クライアント信号のフォーマットに類似しているが、OTUCスタッフフレームは置換信号
を伝送するために使用される。例えば、OTUCスタッフフレームはOTUCFASフレームヘッダ
を搬送し、他のエリアはPRBSシーケンスで充填される。別の例では、OTUCスタッフフレー
ムはOTUC LCKフレームである。例えば、5のクライアント信号OTUCx1、OTUCx2、OTUCx3、O
TUCx4、およびOTUCx5はそれぞれ、FlexOフレーム1のロードサブエリア#1、FlexOフレーム
1のロードサブエリア#2、FlexOフレーム2のロードサブエリア#1、FlexOフレーム2のロー
ドサブエリア#2、およびFlexOフレーム3のロードサブエリア#1にマッピングされる。さら
に、OTUCスタッフフレームは、FlexOフレーム3のロードサブエリア#2に充填され、その結
果、サービスベアラフレキシビリティを向上させる。
【００５７】
　クライアント信号がマッピングされる特定のロードサブエリアは、ここでは限定されな
いことに留意されたい。クライアント信号がフレキシブルにマッピングされるように、ク
ライアント信号がマッピングされる特定のロードサブエリアを計算するために、事前設定
されたアルゴリズムを使用されてもよい。
【００５８】
　ステップS302: 第1の伝送デバイスは、FlexOフレームの各レーンについてのFlexOタイ
プ情報と、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とを構成する。
【００５９】
　特に、FlexOフレームの各レーンの複数のFlexOフレームは、FlexOマルチフレームを形
成し、かつ、各FlexOフレームは、FlexOフレームのこのレーンを搬送するロードサブエリ
アのオーバーヘッド情報に対応する。FlexOフレームのこのレーンは、FlexOタイプ情報と
、各ロードサブエリアに対応し、かつ、タイムスロットオーバーヘッド情報および信号マ
ッピング情報等を含むオーバーヘッド指示情報のグループとを含む。オーバーヘッド指示
情報のグループは、FlexOフレームのレーンおよび対応するロードサブエリアのステータ
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スを示すために使用される。従って、FlexOフレームのレーンは、少なくともFlexOタイプ
情報と、FlexOフレームのレーンのs/tのロードサブエリアに1対1の対応関係にあるオーバ
ーヘッド指示情報のs/tのグループとを含む。
【００６０】
　例えば、FlexOフレームの各レーンのFlexOフレーム0、FlexOフレーム1、...、およびFl
exOフレーム7は、1のFlexOマルチフレームを形成する。FlexOフレームのレーンは、ロー
ドサブエリア#1とロードサブエリア#2を含む。FlexOフレーム0は、ロードサブエリア#1の
FlexOタイプ情報およびオーバーヘッド情報を搬送し、かつ、FlexOフレーム1は、ロード
サブエリア#2のオーバーヘッド情報を搬送するように指定されもてもよい。特に、FlexO
タイプ情報、ロードサブエリア#1のオーバーヘッド、およびロードサブエリア#2のオーバ
ーヘッドは、FlexOフレームのレーンの「AM/OH」フィールドで搬送されてもよい。特に、
FlexOフレームのレーンのロードサブエリア#1のオーバーヘッドは、図5に示される8行の
オーバーヘッド(1行につき40バイト)の行0に定義され、FlexOフレームのロードサブエリ
ア#2のオーバーヘッドは、図5に示される8行のオーバーヘッド(1行につき40バイト)の行1
に定義され、行2から行7のオーバーヘッドは、予約バイトである。FlexOフレーム0からFl
exOフレーム6のそれぞれに対応するロードサブエリアは、2560の16バイトブロックを含み
、かつ、FlexOフレーム7に対応するロードサブエリアは、2565の16バイトブロックを含む
。
【００６１】
　図9は、オーバーヘッド指示情報の複数のグループと複数のロードサブエリアとの間の1
対1の対応関係を示す。第1列目はMultiframe Alignment Signal(MFAS)である。第2列目で
は、FlexOフレームのこのレーンに対応するFlexOフレームレーンの伝送レートが100Gであ
り、かつ、クライアント信号のレートが100Gであるとき、FlexOフレームのこのレーンの
ペイロードエリアは、複数のロードサブエリアに分割されない。第3列目では、FlexOフレ
ームのこのレーンに対応するFlexOフレームレーンの伝送レートが200Gであり、クライア
ント信号のレートが100Gであるとき、FlexOフレームのこのレーンのペイロードエリアは
、ロードサブエリア#1とロードサブエリア#2とに分割される。さらに、ロードサブエリア
#1のオーバーヘッドは、図5において「MFAS」の番号が0である行(グループ)内のオーバー
ヘッド指示によって定義され、ロードサブエリア#2のオーバーヘッドは、図5において「M
FAS」の番号が1である行(グループ)内のオーバーヘッド指示によって定義される。残りは
類推によって推測されてもよい。
【００６２】
　FlexOタイプ情報：FlexOフレームの各レーンのFlexOタイプ情報は、FlexOフレームのこ
のレーンが属するFlexOグループインタフェースのFlexOグループインタフェースタイプを
示すために使用される。現在、m×100GのFlexOグループインタフェースタイプがある。20
0Gおよび400Gのクライアント側光モジュールの技術が成熟するにつれて、m×200GのFlexO
グループインタフェースタイプおよびm×400GのFlexOグループインタフェースタイプが後
に現れてもよい。FlexOグループインタフェースタイプは、FlexOフレームのこのレーンを
伝送するためのFlexOレーンの伝送レートと、FlexOフレームのこのレーンのペイロードエ
リアのロードサブエリア分割ステータスとを示す。例えば、m×200GのFlexOグループイン
タフェースタイプは、FlexOフレームのこのレーンを伝送するためのFlexOレーンの伝送レ
ートが200Gであることを示す。FlexOフレームのこのレーンで伝送されるクライアント信
号のレートが100Gである場合、FlexOフレームのこのレーンのペイロードエリアは、200G/
100G=2のロードサブエリアに分割されてもよい。FlexOタイプ情報は、FlexOペイロードタ
イプ指示とも呼ばれてもよい。例えば、FlexOフレーム1のタイプ情報は、FlexOフレーム1
を伝送するFlexOグループインタフェースのタイプを示すために使用される。
【００６３】
　任意選択で、FlexOフレームのこのレーンのFlexOタイプ情報は、FlexOフレームのこの
レーンに対応するFlexOグループインタフェースに対応する識別子であってもよい。m×10
0GのFlexOグループインタフェースタイプの識別子が1に予め設定され、m×200GのFlexOグ
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ループインタフェースタイプの識別子が2に予め設定され、m×400GのFlexOグループイン
タフェースの識別子が3に予め設定されるとする。この場合、FlexOフレームのこのレーン
がm×200GのFlexOグループインタフェースタイプに対応するとき、FlexOフレームのこの
レーンのFlexOタイプ情報に値2が含まれ、FlexOフレームのこのレーンが、m×200GのFlex
Oグループインタフェースタイプに対応することを示す。FlexOタイプの情報は、図5に示
される「FOGT」フィールドにカプセル化されてもよい。任意選択で、FlexOフレームのこ
のレーンのFlexOタイプ情報は、FlexOフレームのこのレーンに対応するFlexOグループイ
ンタフェースタイプの特定の値であってもよい。FlexOフレームのこのレーンがm×200Gの
FlexOグループインタフェースタイプに対応するとすると、FlexOフレームのこのレーンの
FlexOタイプ情報は200Gの値を含む。
【００６４】
　タイムスロットオーバーヘッド情報：nのクライアント信号のそれぞれは、クライアン
ト信号のクライアント信号識別子に対応し、かつ、FlexOフレームの各レーンのタイムス
ロットオーバーヘッド情報は、FlexOのこのレーンの各ロードサブエリアで搬送されるク
ライアント信号のクライアント信号識別子を含む。例えば、FlexOフレームのこのレーン
のペイロードエリアが、ロードサブエリア#1およびロードサブエリア#2を含んでいる場合
、FlexOフレームのこのレーンのタイムスロットオーバーヘッド情報は、ロードサブエリ
ア#1にマッピングされるクライアント信号x1のクライアント信号識別子x1と、ロードサブ
エリア#2にマッピングされるクライアント信号x2のクライアント信号識別子x2とを含む。
【００６５】
　nのクライアント信号が、複数の光チャネル伝送ユニット(すなわち、「場合2」)にクラ
イアント信号を含む場合、タイムスロットオーバーヘッド情報は光チャネル伝送ユニット
識別子をさらに含んでもよい。例えば、複数の光チャネル伝送ユニットは、特に、第1の
光チャネル伝送ユニット(OTUC5)および第2の光チャネル伝送ユニット(OTUC3)である。第1
の光チャネル伝送ユニット(OTUC5)の光チャネル伝送ユニット識別子は1であり、第1の光
チャネル伝送ユニット(OTUC5)は5のクライアント信号に分割され、かつ、5のクライアン
ト信号に対応するクライアント信号識別子はx1、x2、x3、x4、およびx5である。第2の光
チャネル伝送ユニット(OTUC3)の光チャネル伝送ユニット識別子は2であり、第2の光チャ
ネル伝送ユニット(OTUC3)は3のクライアント信号に分割され、かつ、3のクライアント信
号に対応するクライアント信号識別子はy1、y2、およびy3である。FlexOフレームのこの
レーンのロードサブエリア#1が、第1の光チャネル伝送ユニット(OTUC5)のクライアント信
号x3を搬送する場合、FlexOフレームのこのレーンのために構成されたタイムスロットオ
ーバーヘッド情報は、光チャネル伝送ユニット識別子1とクライアント信号識別子x3とを
含む。
【００６６】
　任意選択で、タイムスロットオーバーヘッド情報はリソース占有識別子をさらに含んで
もよく、かつ、リソース占有識別子はクライアント信号がFlexOフレームのこのレーンの
各ロードサブエリアにマッピングされるかどうかを示すために使用される。例えば、nの
クライアント信号の1つがFlexOフレームのこのレーンのロードサブエリア#1にマッピング
される場合、タイムスロットオーバーヘッド情報内のロードサブエリア#1に対応するリソ
ース占有識別子は1に設定され、FlexOフレームのこのレーンのロードサブエリア#1が占有
されることを示してもよい。nのクライアント信号中にFlexOフレームのこのレーンのロー
ドサブエリア#1にマッピングされるクライアント信号がない場合、タイムスロットオーバ
ーヘッド情報内のロードサブエリア#1に対応するリソース占有識別子は0に設定され、Fle
xOフレームのこのレーンのロードサブエリア#1が占有されないことを示してもよい。
【００６７】
　タイムスロットオーバーヘッド情報は、図5に示すように「クライアントタイムスロッ
ト」フィールドにカプセル化されてもよい。タイムスロットオーバーヘッド情報がクライ
アント信号識別子およびリソース占有識別子を含むとき、「クライアントタイムスロット
」フィールドの構造は図7に示されてもよい。タイムスロットオーバーヘッド情報がクラ
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イアント信号識別子、光チャネル伝送ユニット識別子、およびリソース占有識別子を含む
とき、「クライアントタイムスロット」フィールドの構造は、図8に示されてもよい。リ
ソース占有識別子は「OCCU」フィールドにカプセル化され、クライアント信号識別子は「
OTUC ID」フィールドにカプセル化され、光チャネル伝送ユニット識別子は「OTUCn ID」
フィールドにカプセル化される。
【００６８】
　信号マッピング情報：FlexOフレームの各レーンの信号マッピング情報は、FlexOフレー
ムのこのレーンの各ロードサブエリアで搬送されるクライアント信号のマッピング情報を
示すために使用され、マッピング情報は、一般に、対応するロードサブエリアにマッピン
グされるクライアント信号の量(量は所定の粒度で分割して取得される)、クライアント信
号のクロック情報等を含んでもよく、かつ、信号マッピング情報は、図4における「MON」
フィールドに充填されてもよい。
【００６９】
　任意選択の解決策では、FlexOフレームのこのレーンのFlexOフレーム0からFlexOフレー
ム7のそれぞれは、14バイトの「FCC」フィールド(例えば、図5に示される「FCC」フィー
ルド)を使用して、FCCオーバーヘッドを表すように構成されてもよく、その結果、FCCオ
ーバーヘッドに関する情報がより均等に分散されてもよい。これにより、レーン情報のリ
アルタイム連続伝送の管理が容易になる。
【００７０】
　別の任意選択の解決策では、FlexOレーン時間同期機能を実装するために、FlexOフレー
ムのこのレーンのFlexOフレーム0からFlexOフレーム7のそれぞれは、2バイトの「OSMC」
フィールド(例えば、図5に示される「OSMC」フィールド)を使用して、光伝送ネットワー
ク同期メッセージングチャネル(OTN synchronization messaging channel)についての情
報を搬送するように構成されてもよい。
【００７１】
　さらに別の任意選択の解決策では、FlexOフレームのこのレーンのFlexOフレーム0からF
lexOフレーム7のそれぞれは、「PIG」フィールドを使用して、FlexOフレームのこのレー
ンのFlexOフレーム識別子を示すように構成されてもよい。
【００７２】
　さらなる別の任意選択の解決策では、オーバーヘッド量情報が、FlexOフレームのこの
レーンのために構成されてもよい。例えば、「AVAIL」フィールドは「AM/OH」フィールド
に設定されてもよく、かつ、「AVAIL」フィールドは、FlexOフレームのこのレーンであり
、かつ、クライアント信号がマッピングされるロードサブエリアの量を示す。例えば、「
AVAIL」フィールドは、クライアント信号が1のロードサブエリアにマッピングされること
を示すために1に設定されてもよく、「AVAIL」フィールドは、クライアント信号が2のロ
ードサブエリアにマッピングされることを示すために2に設定されてもよい。
【００７３】
　なお、ステップS301およびステップS302を実行する順番は、これに限定されない。ステ
ップ301はステップ302の前に実行されてもよく、または、ステップ302はステップ301の前
に実行されてもよく、または、ステップ301とステップ302が同時に実行されてもよい。「
FlexOフレームのこのレーン」は、FlexOフレームのmのレーンの1つを例として使用するこ
とで説明される。FlexOフレームのmのレーン内のFlexOフレームの別のレーンの原理は、
「FlexOフレームのこのレーン」の原理と同一である。
【００７４】
　ステップS303: 第1の伝送デバイスは、FlexOフレームのmのレーンを第2の伝送デバイス
に送信する。
【００７５】
　特に、第1の伝送デバイスは、mのFlexOレーンを使用してFlexOフレームを伝送し、かつ
、各FlexOレーンは、FlexOフレームの1のレーンを伝送するために使用される。
【００７６】
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　図10は、場合1においてFlexOフレームが伝送されるシナリオの概略図である。場合1の
例では、各クライアント信号のレートは100Gであり、かつ、n/2のFlexOレーンのそれぞれ
の伝送レートは200Gである。FlexOフレーム1のロードサブエリア#1はクライアント信号OT
UCx1を搬送し、FlexOフレーム1のロードサブエリア#2は、クライアント信号OTUCx2を搬送
し、FlexOフレームj/2のロードサブエリア#1は、クライアント信号OTUCx(j-1)を搬送し、
FlexOフレームj/2のロードサブエリア#2は、クライアント信号OTUCxjを搬送し、FlexOフ
レームn/2のロードサブエリア#1は、クライアント信号OTUCx(n-1)を搬送し、FlexOフレー
ムn/2のロードサブエリア#2は、クライアント信号OTUCxnを搬送する。残りは類推によっ
て推測されてもよい。
【００７７】
　図11は、場合2においてFlexOフレームが伝送されるシナリオの概略図である。場合2の
例では、各クライアント信号のレートは100Gであり、かつ、4のFlexOレーンのそれぞれの
伝送レートは、200Gである。場合2における例では、FlexOフレーム1のロードサブエリア#
1はクライアント信号OTUCx1を搬送し、FlexOフレーム1のロードサブエリア#2はクライア
ント信号OTUCx2を搬送し、FlexOフレーム2のロードサブエリア#1はクライアント信号OTUC
x3を搬送し、FlexOフレーム2のロードサブエリア#2はクライアント信号OTUCx4を搬送し、
FlexOフレーム3のロードサブエリア#1はクライアント信号OTUCx5を搬送し、FlexOフレー
ム3のロードサブエリア#2はクライアント信号OTUCy1を搬送し、FlexOフレーム4のロード
サブエリア#1はクライアント信号OTUCy2を搬送し、FlexOフレーム4のロードサブエリア#2
はクライアント信号OTUCy3を搬送する。残りは類推によって推測されてもよい。図12は、
FlexOフレームの4のレーン(任意選択)に対応する「クライアントタイムスロット」および
「MOH」フィールドについての情報を示す。
【００７８】
　図13は、場合3におけるFlexOフレームが伝送されるシナリオの概略図である。場合3の
例では、各クライアント信号のレートは100Gであり、かつ、3のFlexOレーンのそれぞれの
伝送レートは200Gである。FlexOフレーム1のロードサブエリア#1はクライアント信号OTUC
x1を搬送し、FlexOフレーム1のロードサブエリア#2はクライアント信号OTUCx2を搬送し、
FlexOフレーム2のロードサブエリア#1はクライアント信号OTUCx3を搬送し、FlexOフレー
ム2のロードサブエリア#2はクライアント信号OTUCx4を搬送し、FlexOフレーム3のロード
サブエリア#1はクライアント信号OTUCx5を搬送し、かつ、FlexOフレーム3のロードサブエ
リア#2はOTUCスタッフフレーム(置換信号)を搬送する。残りは類推によって推測されても
よい。
【００７９】
　ステップS304: 第2の伝送デバイスは、第1の伝送デバイスによって送信されたFlexOフ
レームのmのレーンを受信する。
【００８０】
　ステップS305: 第2の伝送デバイスは、受信されたFlexOフレームのmのレーンのFlexOタ
イプ情報、タイムスロットオーバーヘッド情報、および信号マッピング情報に従って、Fl
exOフレームのmのレーンで搬送されたクライアント信号を解析する。
【００８１】
　特に、異なるFlexOグループインタフェースタイプのFlexOレーンから送信されたFlexO
フレームのクライアント信号は、異なる解析ポリシーを有してもよい。従って、第2の伝
送デバイスは、FlexOタイプ情報を使用して、受信されたFlexOフレームを解析するための
特定の解析ポリシーを決定してもよい。さらに、FlexOフレームからクライアント信号を
解析するとき、第2の伝送デバイスは各ロードサブエリアのクライアント信号搬送状況を
学習する必要があり、かつ、タイムスロットオーバーヘッド情報はどのクライアント信号
がFlexOフレームの各ロードサブエリアにおいて搬送されるかを示すために使用される。
さらに、FlexOフレームの各ロードサブエリアにおいて搬送された特定のクライアント信
号を学習した後、第2の伝送デバイスはロードサブエリア内のクライアント信号の分布を
さらに学習する必要があり、かつ、信号マッピング情報はペイロードエリア内の各クライ
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アント信号の分布を示すために使用される。
【００８２】
　図3に示される方法によれば、第1の伝送デバイスは、FlexOフレームのペイロードエリ
アの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信号を搬送し、特定
のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に応じて、フレキシ
ブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリティが向上する。
【００８３】
　以上、本発明の実施形態における方法について詳細に説明した。本発明の実施形態にお
ける前述の解決策のより良い実施を容易にするために、本発明の実施形態における装置が
以下に対応して提供される。
【００８４】
　図14を参照すると、図14は、本発明の実施形態による第1の伝送デバイス140の概略構造
図である。第1の伝送デバイス140は、プロセッサ(例えば、メインボード)1401、メモリ14
02、OTNラインボード1403、クロスコネクトボード1404、およびOTNトリビュータリボード
1405を含んでもよい。サービスは、クライアント側からライン側へ、または、ライン側か
らクライアント側へ伝送されてもよい。クライアント側で送信または受信されるサービス
はクライアント側サービスと呼ばれ、かつ、ライン側で受信または送信されるサービスは
WDM側サービスと呼ばれる。双方向のサービス処理手順は、互いに逆である。
【００８５】
　プロセッサ1401は、メモリ1402と、OTNラインボード1403と、クロスコネクトボード140
4と、OTNトリビュータリボード1405とに直接またはバスを使用して接続され、かつ、OTN
ラインボード1403と、クロスコネクトボード1404と、OTNトリビュータリボード1405とを
制御し、かつ、管理するように構成される。
【００８６】
　OTNトリビュータリボード1405は、クライアント信号(サービス信号)をカプセル化して
マッピングするように構成される。クライアント信号は、Asynchronous Transfer Mode(A
TM)サービス、Synchronous Digital Hierarchy(SDH)サービス、イーサネット(登録商標)
サービス、Common Public Radio Interface(CPRI)サービス、およびストレージサービス
等の複数のサービスタイプを含む。特に、トリビュータリボード1405は、クライアント側
から信号を受信し、受信されたクライアント信号をOptical Channel Data Unit(ODU)信号
にカプセル化し、かつ、マッピングし、対応するOTN管理および監視オーバーヘッドを追
加するように構成される。OTNトリビュータリボード1405上で、ODU信号は、ODU0、ODU1、
ODU2、ODU3、またはODUflex信号等の低次ODU信号であってもよい。OTN管理および監視オ
ーバーヘッドは、ODUオーバーヘッドであってもよい。様々なタイプのクライアント信号
がカプセル化され、様々な方法で様々なODU信号にマッピングされる。
【００８７】
　クロスコネクトボード1404は、トリビュータリボード1405とラインボード1403との間の
フルクロスコネクトを実装するように構成され、それによって、ODU信号のフレキシブル
なクロスコネクトグルーミングを実装する。特に、クロスコネクトボード1404は、任意の
トリビュータリボードから任意のラインボードにODU信号を伝送し、または、任意のライ
ンボードから任意のラインボードにOTU信号を伝送し、または、任意のトリビュータリボ
ードからトリビュータリボードにクライアント信号を伝送することができる。
【００８８】
　OTNラインボード1403は、ODU信号からOptical Transport Unit-Cn(OTUCn)信号を生成し
て、かつ、ライン側に光チャネル伝送ユニット信号を送信するように構成される。ODU信
号からOTU信号が生成される前に、OTNラインボード1403は、複数の低次ODU信号を高次ODU
信号に多重化してもよい。その後、対応するOTN管理および監視オーバーヘッドが高次ODU
信号に加えられてOTU信号を生成し、かつ、OTU信号がライン側の光伝送チャネルに送信さ
れる。OTNラインボード1403上で、高次ODU信号は、ODU1、ODU2、ODU3、またはODU4信号等
であってもよい。OTNの管理および監視オーバーヘッドは、OTUオーバーヘッドであっても
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よい。
【００８９】
　プロセッサ1401は、メモリ1402内のプログラムを呼び出し、かつ、以下の動作：
　tのレートを有するnのクライアント信号を、FlexOフレームのmのレーンのms/tのロード
サブエリアにマッピングするステップであって、各クライアント信号は、1のロードサブ
エリアにマッピングされ、FlexOフレームのmのレーンのそれぞれのペイロードエリアは、
s/tのロードサブエリアに分割され、かつ、FlexOフレームの各レーンは、sの伝送レート
を有するFlexOレーンを使用して伝送され、s、t、m、およびs/tは、すべて正の整数であ
る、ステップと、
　FlexOフレームの各レーンについてのFlexOタイプ情報と、タイムスロットオーバーヘッ
ド情報と、信号マッピング情報とを構成するステップであって、FlexOタイプ情報は、Fle
xOグループインタフェースタイプを示すために使用され、かつ、FlexOグループインタフ
ェースタイプは、FlexOフレームの各レーンを伝送するためのFlexOレーンの伝送レートを
示し、かつ、FlexOフレームの各レーンのペイロードエリアがs/tのロードサブエリアに分
割されることを示し、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーン
のs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号を示すために使用され、
かつ、信号マッピング情報は、FlexOフレームの各レーンのs/tのロードサブエリアのそれ
ぞれにおいて搬送されるクライアント信号の、各ロードサブエリアにおける分布を示すた
めに使用される、ステップと、
　FlexOフレームのmのレーンを、sの伝送レートを有するmのFlexOレーンを使用して、か
つ、ラインボード1403を使用して、第2の伝送デバイスに伝送するステップであって、第2
の伝送デバイスは、FlexOタイプ情報と、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マ
ッピング情報とに従って、ms/tのロードサブエリアにおいて搬送されるクライアント信号
を解析するように構成される、ステップと
を実行するように構成される。
【００９０】
　前述の動作を実行することによって、第1の伝送デバイス140は、FlexOフレームのペイ
ロードエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信号を搬
送し、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に応じて
、フレキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリティが
向上する。
【００９１】
　任意選択の解決策では、プロセッサ1401は、n<ms/tのとき、ms/tのロードサブエリア内
の、かつ、クライアント信号がマッピングされていないロードサブエリアに置換信号を充
填するようにさらに構成される。
【００９２】
　別の任意選択の解決策では、tのレートを有するnのクライアント信号は、少なくとも2
の光チャネル伝送ユニット内にクライアント信号を含み、かつ、各光チャネル伝送ユニッ
トは、少なくとも1のクライアント信号を含む。
【００９３】
　特に、第1の伝送デバイスは、複数のレートを有する光チャネル伝送ユニットのクライ
アント信号が、FlexOグループインタフェースの同一グループ上で搬送されることを可能
にし、それによって、FlexOフレームにおけるクライアント信号の搬送のフレキシビリテ
ィを向上させる。
【００９４】
　さらに別の任意選択の解決策では、s/t>2であり、FlexOフレームの各レーンは、第1の
ロードサブエリアおよび第2のロードサブエリアを含み、かつ、少なくとも2の光チャネル
伝送ユニット内の異なる光チャネル伝送ユニット内のクライアント信号は、FlexOフレー
ムのmのレーンの少なくとも1の第1のロードサブエリアおよび第2のロードサブエリアに個
別にマッピングされる。
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【００９５】
　特に、FlexOフレームの1のレーンの複数のロードサブエリアは、複数のレートを有する
光チャネル伝送ユニットのクライアント信号を搬送することができ、それによって、Flex
Oフレームにおいてクライアント信号を搬送するフレキシビリティを向上させる。
【００９６】
　さらなる別の任意選択の解決策では、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフ
レームの各レーンのs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号が属す
る光チャネル伝送ユニットを示すためにさらに使用される。
【００９７】
　またさらに別の任意選択の解決策では、FlexOフレームのmのレーンを、sの伝送レート
を有するmのFlexOレーンを使用して、かつ、ラインボード1403を使用して、第2の伝送デ
バイスに伝送するステップの前に、プロセッサ1401は、
　FlexOフレームの各レーンについての量オーバーヘッド情報を構成するようにさらに構
成され、量オーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーンのロードサブエリア内の、
かつ、クライアント信号がマッピングされるロードサブエリアの量を示すために使用され
る。
【００９８】
　なお、第1の伝送デバイス140の特定の実装のために、図3に示される方法の実施形態に
おける対応する説明が参照されてもよい。
【００９９】
　図14に示される第1の伝送デバイス140によれば、第1の伝送デバイス140は、FlexOフレ
ームのペイロードエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアン
ト信号を搬送し、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必
要に応じて、フレキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシ
ビリティが向上する。
【０１００】
　図15は、本発明の実施形態による別の第1の伝送デバイス150の概略構造図である。第1
の伝送デバイスは、マッピングユニット1501と、構成ユニット1502と、送信ユニット1503
とを含む。各ユニットは、以下に詳細に説明される。
【０１０１】
　マッピングユニット1501は、tのレートを有するnのクライアント信号を、FlexOフレー
ムのmのレーンのms/tのロードサブエリアにマッピングするように構成され、各クライア
ント信号は、1のロードサブエリアにマッピングされ、FlexOフレームのmのレーンのそれ
ぞれのペイロードエリアは、s/tのロードサブエリアに分割され、かつ、FlexOフレームの
各レーンは、sの伝送レートを有するFlexOレーンを使用して伝送され、s、t、m、およびs
/tは、すべて正の整数である。
【０１０２】
　構成ユニット1502は、FlexOフレームの各レーンについてのFlexOタイプ情報と、タイム
スロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とを構成するように構成され、Flex
Oタイプ情報は、FlexOグループインタフェースタイプを示すために使用され、かつ、Flex
Oグループインタフェースタイプは、FlexOフレームの各レーンを伝送するためのFlexOレ
ーンの伝送レートを示し、かつ、FlexOフレームの各レーンのペイロードエリアがs/tのロ
ードサブエリアに分割されることを示し、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexO
フレームの各レーンのs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号を示
すために使用され、かつ、信号マッピング情報は、FlexOフレームの各レーンのs/tのロー
ドサブエリアのそれぞれにおいて搬送されるクライアント信号の、各ロードサブエリアに
おける分布を示すために使用される。
【０１０３】
　送信ユニット1503は、sの伝送レートを有するmのFlexOレーンを使用して、FlexOフレー
ムのmのレーンを第2の伝送デバイスに伝送するように構成される。第2の伝送デバイスは
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、FlexOタイプ情報と、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とに
従って、ms/tのロードサブエリアにおいて搬送されるクライアント信号を解析するように
構成される。
【０１０４】
　前述のユニットを実行することによって、第1の伝送デバイス150は、FlexOフレームの
ペイロードエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信号
を搬送し、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に応
じて、フレキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリテ
ィが向上する。
【０１０５】
　任意選択の解決策では、マッピングユニット1501は、n<ms/tのとき、ms/tのロードサブ
エリア内の、かつ、クライアント信号がマッピングされていないロードサブエリアに置換
換信号を充填するようにさらに構成される。
【０１０６】
　別の任意選択の解決策では、tのレートを有するnのクライアント信号は、少なくとも2
の光チャネル伝送ユニット内にクライアント信号を含み、かつ、各光チャネル伝送ユニッ
トは、少なくとも1のクライアント信号を含む。
【０１０７】
　特に、第1の伝送デバイスは、複数のレートを有する光チャネル伝送ユニットのクライ
アント信号が、FlexOグループインタフェースの同一グループ上で搬送されることを可能
にし、それによって、FlexOフレームにおけるクライアント信号の搬送のフレキシビリテ
ィを向上させる。
【０１０８】
　さらに別の任意選択の解決策では、s/t>2であり、FlexOフレームの各レーンは、第1の
ロードサブエリアおよび第2のロードサブエリアを含み、かつ、少なくとも2の光チャネル
伝送ユニット内の異なる光チャネル伝送ユニット内のクライアント信号は、FlexOフレー
ムのmのレーンの少なくとも1の第1のロードサブエリアおよび第2のロードサブエリアに個
別にマッピングされる。
【０１０９】
　特に、FlexOフレームの1のレーンの複数のロードサブエリアは、複数のレートを有する
光チャネル伝送ユニットのクライアント信号を搬送することができ、それによって、Flex
Oフレームにおいてクライアント信号を搬送するフレキシビリティを向上させる。
【０１１０】
　さらなる別の任意選択の解決策では、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフ
レームの各レーンのs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号が属す
る光チャネル伝送ユニットを示すためにさらに使用される。
【０１１１】
　またさらに別の任意選択の解決策では、構成ユニット1502は、FlexOフレームの各レー
ンについての量オーバーヘッド情報を構成するようにさらに構成され、量オーバーヘッド
情報は、FlexOフレームの各レーンのロードサブエリア内の、かつ、クライアント信号が
マッピングされるロードサブエリアの量を示すために使用される。
【０１１２】
　なお、第1の伝送デバイス150の特定の実装のために、図3に示される方法の実施形態に
おける対応する説明が参照されてもよい。
【０１１３】
　図15に示される第1の伝送デバイス150によれば、第1の伝送デバイス150は、FlexOフレ
ームのペイロードエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアン
ト信号を搬送し、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必
要に応じて、フレキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシ
ビリティが向上する。



(22) JP 6784777 B2 2020.11.11

10

20

30

40

50

【０１１４】
　図16を参照すると、図16は、本発明の実施形態による第2の伝送デバイス160の概略構造
図である。第2の伝送デバイス160は、プロセッサ(例えば、メインボード)1601と、メモリ
1602と、OTNラインボード1603と、クロスコネクトボード1604と、OTNトリビュータリボー
ド1605とを含んでもよい。サービス伝送方向は、クライアント側からライン側へ、または
、ライン側からクライアント側であってもよい。クライアント側で送信または受信される
サービスはクライアント側サービスと呼ばれ、かつ、ライン側で受信または送信されるサ
ービスはWDM側サービスと呼ばれる。双方向のサービス処理手順は、互いに逆である。
【０１１５】
　プロセッサ1601は、メモリ1602と、OTNラインボード1603と、クロスコネクトボード160
4と、OTNトリビュータリボード1605とに直接またはバスを使用して接続され、かつ、OTN
ラインボード1603と、クロスコネクトボード1604と、OTNトリビュータリボード1605とを
制御し、かつ、管理するように構成される。
【０１１６】
　OTNトリビュータリボード1605は、クライアント信号(サービス信号)をカプセル化して
マッピングするように構成される。クライアント信号は、ATMサービス、SDHサービス、イ
ーサネット(登録商標)サービス、CPRIサービス、およびストレージサービス等の複数のサ
ービスタイプを含む。特に、トリビュータリボード1605は、クライアント側から信号を受
信し、受信されたクライアント信号をODU信号にカプセル化し、かつ、マッピングし、対
応するOTN管理および監視オーバーヘッドを追加するように構成される。OTNトリビュータ
リボード1605上で、ODU信号は、ODU0、ODU1、ODU2、ODU3、またはODUflex信号等の低次OD
U信号であってもよい。OTN管理および監視オーバーヘッドは、ODUオーバーヘッドであっ
てもよい。様々なタイプのクライアント信号がカプセル化され、様々な方法で様々なODU
信号にマッピングされる。
【０１１７】
　クロスコネクトボード1604は、トリビュータリボード1605とラインボード1603との間の
フルクロスコネクトを実装するように構成され、それによって、ODU信号のフレキシブル
なクロスコネクトグルーミングを実装する。特に、クロスコネクトボード1604は、任意の
トリビュータリボードから任意のラインボードにODU信号を伝送し、または、任意のライ
ンボードから任意のラインボードにOTU信号を伝送し、または、任意のトリビュータリボ
ードからトリビュータリボードにクライアント信号を伝送することができる。
【０１１８】
　OTNラインボード1603は、ODU信号からOTUCn信号を生成して、かつ、ライン側に光チャ
ネル伝送ユニット信号を送信するように構成される。ODU信号からOTU信号が生成される前
に、OTNラインボード1603は、複数の低次ODU信号を高次ODU信号に多重化してもよい。そ
の後、対応するOTN管理および監視オーバーヘッドが高次ODU信号に加えられてOTU信号を
生成し、かつ、OTU信号がライン側の光伝送チャネルに送信される。OTNラインボード1603
上で、高次ODU信号は、ODU1、ODU2、ODU3、またはODU4信号等であってもよい。OTNの管理
および監視オーバーヘッドは、OTUオーバーヘッドであってもよい。
【０１１９】
　プロセッサ1601は、メモリ1602内のプログラムを呼び出し、かつ、以下の動作：
　ラインボード1603を使用して、sの伝送レートを有するmのFlexOレーンを使用して、第1
の伝送デバイスによって送信されたFlexOフレームのmのレーンを受信するステップであっ
て、FlexOフレームのmのレーンのそれぞれは、クライアント信号と、FlexOタイプ情報と
、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とを含み、tのレートを有
するnのクライアント信号は、FlexOフレームのmのレーンにマッピングされ、FlexOフレー
ムのmのレーンのそれぞれのペイロードエリアは、s/tのロードサブエリアに分割され、か
つ、各クライアント信号は、1のロードサブエリアにマッピングされ、FlexOタイプ情報は
、FlexOグループインタフェースタイプを示すために使用され、かつ、FlexOグループイン
タフェースタイプは、FlexOフレームの各レーンを伝送するためのFlexOレーンの伝送レー



(23) JP 6784777 B2 2020.11.11

10

20

30

40

50

トを示し、かつ、FlexOフレームの各レーンのペイロードエリアがs/tのロードサブエリア
に分割されることを示し、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レ
ーンのs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号を示すために使用さ
れ、かつ、信号マッピング情報は、FlexOフレームの各レーンのs/tのロードサブエリアの
それぞれにおいて搬送されるクライアント信号の、各ロードサブエリアにおける分布を示
すために使用され、s、t、m、およびs/tは、すべて正の整数である、ステップと、
　FlexOタイプ情報と、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とに
従って、ms/tのロードサブエリアにおいて搬送されるクライアント信号を解析するステッ
プと
を実行するように構成される。
【０１２０】
　前述の動作を実行することによって、第1の伝送デバイスは、FlexOフレームのペイロー
ドエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信号を搬送し
、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に応じて、フ
レキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリティが向上
する。
【０１２１】
　任意選択の解決策では、n<ms/tのとき、ms/tのロードサブエリア内の、かつ、クライア
ント信号がマッピングされていないロードサブエリアに置換信号が充填される。
【０１２２】
　別の任意選択の解決策では、tのレートを有するnのクライアント信号は、少なくとも2
の光チャネル伝送ユニット内にクライアント信号を含み、かつ、各光チャネル伝送ユニッ
トは、少なくとも1のクライアント信号を含む。
【０１２３】
　さらに別の任意選択の解決策では、s/t>2であり、FlexOフレームの各レーンは、第1の
ロードサブエリアおよび第2のロードサブエリアを含み、かつ、少なくとも2の光チャネル
伝送ユニット内の異なる光チャネル伝送ユニット内のクライアント信号は、FlexOフレー
ムのmのレーンの少なくとも1の第1のロードサブエリアおよび第2のロードサブエリアに個
別にマッピングされる。
【０１２４】
　さらなる別の任意選択の解決策では、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフ
レームの各レーンのs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号が属す
る光チャネル伝送ユニットを示すためにさらに使用される。
【０１２５】
　なお、図16に示される第2の伝送デバイス160の特定の実装のために、図3に示される方
法の実施形態における対応する実装が参照されてもよい。
【０１２６】
　図16に示される第2の伝送デバイス160によれば、第1の伝送デバイスは、FlexOフレーム
のペイロードエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信
号を搬送し、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に
応じて、フレキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリ
ティが向上する。
【０１２７】
　図17を参照すると、図17は、本発明の実施形態による別の第2の伝送デバイス170の概略
構造図である。第2の伝送デバイス170は、受信ユニット1701および解析ユニット1702を含
む。受信ユニット1701および解析ユニット1702が、以下に詳細に説明される。
【０１２８】
　受信ユニット1701は、sの伝送レートを有するmのFlexOレーンを使用して、第1の伝送デ
バイスによって送信されたFlexOフレームのmのレーンを受信するように構成されており、
FlexOフレームのmのレーンのそれぞれは、クライアント信号と、FlexOタイプ情報と、タ
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イムスロットオーバーヘッド情報と、信号マッピング情報とを含み、tのレートを有するn
のクライアント信号は、FlexOフレームのmのレーンにマッピングされ、FlexOフレームのm
のレーンのそれぞれのペイロードエリアは、s/tのロードサブエリアに分割され、かつ、
各クライアント信号は、1のロードサブエリアにマッピングされ、FlexOタイプ情報は、Fl
exOグループインタフェースタイプを示すために使用され、かつ、FlexOグループインタフ
ェースタイプは、FlexOフレームの各レーンを伝送するためのFlexOレーンの伝送レートを
示し、かつ、FlexOフレームの各レーンのペイロードエリアがs/tのロードサブエリアに分
割されることを示し、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフレームの各レーン
のs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号を示すために使用され、
かつ、信号マッピング情報は、FlexOフレームの各レーンのs/tのロードサブエリアのそれ
ぞれにおいて搬送されるクライアント信号の、各ロードサブエリアにおける分布を示すた
めに使用され、s、t、m、およびs/tは、すべて正の整数である。
【０１２９】
　解析ユニット1702は、FlexOタイプ情報と、タイムスロットオーバーヘッド情報と、信
号マッピング情報とに従って、ms/tのロードサブエリアにおいて搬送されるクライアント
信号を解析するように構成される。
【０１３０】
　前述のユニットを実行することによって、第1の伝送デバイスは、FlexOフレームのペイ
ロードエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信号を搬
送し、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に応じて
、フレキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリティが
向上する。
【０１３１】
　任意選択の解決策では、n<ms/tのとき、ms/tのロードサブエリア内の、かつ、クライア
ント信号がマッピングされていないロードサブエリアに置換信号が充填される。
【０１３２】
　別の任意選択の解決策では、tのレートを有するnのクライアント信号は、少なくとも2
の光チャネル伝送ユニット内にクライアント信号を含み、かつ、各光チャネル伝送ユニッ
トは、少なくとも1のクライアント信号を含む。
【０１３３】
　さらに別の任意選択の解決策では、s/t>2であり、FlexOフレームの各レーンは、第1の
ロードサブエリアおよび第2のロードサブエリアを含み、かつ、少なくとも2の光チャネル
伝送ユニット内の異なる光チャネル伝送ユニット内のクライアント信号は、FlexOフレー
ムのmのレーンの少なくとも1の第1のロードサブエリアおよび第2のロードサブエリアに個
別にマッピングされる。
【０１３４】
　さらなる別の任意選択の解決策では、タイムスロットオーバーヘッド情報は、FlexOフ
レームの各レーンのs/tのロードサブエリアにマッピングされるクライアント信号が属す
る光チャネル伝送ユニットを示すためにさらに使用される。
【０１３５】
　なお、図17に示される第2の伝送デバイス170の特定の実装のために、図3に示される方
法の実施形態における対応する実装が参照されてもよい。
【０１３６】
　図17に示される第2の伝送デバイス170によれば、第1の伝送デバイスは、FlexOフレーム
のペイロードエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信
号を搬送し、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に
応じて、フレキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリ
ティが向上する。
【０１３７】
　図18を参照すると、図18は、本発明の実施形態によるサービス伝送システム180の概略
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構造図である。システム180は、第1の伝送デバイス1801および第2の伝送デバイス1802を
含む。第1の伝送デバイス1801は、図14において説明された第1の伝送デバイス140、また
は、図15において説明された第1の伝送デバイス150である。第2の伝送デバイス1802は、
図16において説明された第2の伝送デバイス160、または、図17に示された第2の伝送デバ
イス170である。
【０１３８】
　結論として、本発明のこの実施形態によれば、第1の伝送デバイスは、FlexOフレームの
ペイロードエリアの異なるロードサブエリアのそれぞれを構成して1のクライアント信号
を搬送し、特定のクライアント信号を搬送するための特定のロードサブエリアを必要に応
じて、フレキシブルに構成することができ、それによってサービス伝送のフレキシビリテ
ィが向上する。
【０１３９】
　当業者は、実施形態の方法のプロセスのすべてまたは一部が、関連するハードウェアに
指示するコンピュータプログラムによって実施され得ることを理解することができる。プ
ログラムは、コンピュータ可読記憶媒体に記憶されてもよい。プログラムが実行されると
、実施形態の方法の処理が実行される。上記記憶媒体は、ROM、RAM、磁気ディスク、光デ
ィスク等のプログラムコードを記憶可能な任意の媒体を含む。
【０１４０】
　上記で開示したものは、本発明の単なる例示的な実施形態であり、当然ながら本発明の
保護範囲を限定するものではない。当業者であれば、前述の実施形態を実施するプロセス
のすべてまたは一部、および本発明の特許請求の範囲に従って行われる均等な変更が本発
明の範囲内に入ることを理解することができる。
【符号の説明】
【０１４１】
１５０　第１の伝送デバイス
１５０１　マッピングユニット
１５０２　構成ユニット
１５０３　送信ユニット
１６０　第２の伝送デバイス
１６０１　プロセッサ
１６０２　メモリ
１６０３　ラインボード
１６０４　クロスコネクトボード
１６０５　トリビュータリボード
１７０１　受信ユニット
１７０２　解析ユニット
１８０１　第１の伝送デバイス
１８０２　第２の伝送デバイス
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